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近年、地球惑星科学関連の大学や学術団体におけるソーシャルメディアの利用率は、世界的に急速に高まってきている。
たとえば地球惑星科学関連の学術団体としては世界最大級のAGUでは、ブログをはじめ、Facebookや Twitter、LinkedIn、
YouTubeといったユーザ参加型のSNS（ソーシャルネットワーキングシステム）の利用を推奨しており、一方、EGUでは
独自の SNS（COSIS.net）を運営し、いずれも学会からの情報提供や会員同士の交流を図っている。また、これらのソー
シャルメディアは、大学単位でも公式アカウントとして利用されることも多くなっており、研究科や個々の研究室単位
での利用も米国などでは特に多く見受けられる。一方、日本国内においても、私立大学におけるブログ、Twitterの公式
アカウントも珍しくはなくなってきており、研究室や個人単位でみてもソーシャルメディアの利用率は上昇傾向にある。
授業で Twitterを活用すれば、講義中の発言が難しい状況であっても、リアルタイムに学生の意見に応えることも可能に
なる。しかし、これらのサービスは簡便に利用できる反面、利用者・非利用者間の感覚のずれや、利用者間でも情報リ
テラシーの差異が顕在化することもあり、まだ十分に普及していないなかで利用することに関する注意も必要であろう。
たとえば、大人数の授業で Twitterを利用する場合、現状では Twitterを全員が積極的に利用することは難しく、あくま
で補助的な手段にしかならざるを得ない。将来的にこれらのソーシャルメディアの利用環境が成熟すれば、科学の進展
そのものにも充分に貢献するポテンシャルがあると考えられる。
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